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）
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弁
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四
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衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
東
京
都
に
お
け
る
じ
や
が
芋
の
被
害
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。 

内
閣
衆
質
第
四
七
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昭
和
二
十
七
年
六
月
二
十
七
日 

衆

議
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議
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林 
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殿 

内
閣
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臣 

吉 
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一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
東
京
都
に
お
け
る
じ
や
が
芋
の
被
害
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

被
害
の
原
因
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

（
イ
）
被
害
が
発
生
し
た
種
芋
の
産
地
と
認
め
ら
れ
る
北
海
道
上
富
良
野
村
、
中
富
良
野
村
及
び
美
瑛
町
に
お
け
る
植
物

防
疫
官
の
検
査
は
、
植
物
防
疫
法
及
び
種
馬
鈴
薯
検
疫
規
程
に
従
つ
て
、
適
法
に
実
施
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

（
ロ
）
被
害
を
受
け
た
農
家
よ
り
回
收
さ
れ
た
一
部
の
証
票
に
、
植
物
防
疫
法
の
検
査
と
無
関
係
で
あ
る
昭
和
二
十
五
年

度
北
海
道
自
治
検
査
の
証
票
が
あ
つ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。 

（
ハ
）
な
お
、
出
荷
の
際
の
混
乱
の
た
め
、
生
産
者
に
お
い
て
証
票
の
添
付
に
間
違
い
等
が
生
ず
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
引
き
続
き
調
査
中
で
あ
る
。 

二 

調
査
の
結
果
、
問
題
と
な
つ
た
種
芋
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
り
被
害
が
発
生
し
た
と
認
め
ら
れ
る
面
積
は
、
都
下
馬
鈴

薯
総
作
付
面
積
二
千
四
百
町
歩
中
、
バ
イ
ラ
ス
発
病
率
八
割
前
後
の
も
の
約
七
十
五
町
歩
、
バ
イ
ラ
ス
発
病
率
五
割
程
度

の
も
の
約
百
八
十
町
歩
で
あ
る
。 



三 
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
植
物
防
疫
官
の
検
査
は
、
植
物
防
疫
法
及
び
種
馬
鈴
薯
検
疫
規
程
に
従
い
適
法
に
行
わ
れ
た

も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
国
の
損
害
賠
償
責
任
は
な
い
と
考
え
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




